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わち「内発的制整L r統合的調整J.r同一化的調整L r取り入れ的調盤L r外的関盤Jにそれぞれ対
応するものであることが確認された。
アルバイト動機づけ尺度の信煩性は内的整合性と再検査法によって検絞されている。内的盤合性は
α＝.79～.94 （間・堀内， 2017（本調査I)）， α＝.76～.94（閤・場内， 2017（本間査l・Timel），α＝.85～.95





































閥・堀内， 2017（本調査I），第2回目 ．閤・場内， 2017（本調査日・ Tim巴I），第3回目 2017年 l
月）実施した。記入もれや回答ミスのあるデータ，および，アルバイト経験のない者のデータを除
乞有効回答者 363 名（男性 1 48 ~，女性 208 名 ， 平均年齢は 22.56 歳（SD=2.94））を分析対象と
した。














（悶 ・堀内， 2017）では，自宅に質問紙を持ち帰り回答するよう依頼し， l週間後の閉じ授業で回





定， GFI(Goodness of Fit Index), AGFI (Adjust GFI), RMSEA (Root Mean Square Eror of 

























2 3 4 S Mean SD 共通性
I取り入れ的調meα＝.91)
b5 アルバイ トを辞めると，周りの人に貨任感 .95 ∞ 。 。04 03 2.76 1.56 。92がないと評価されるのが嫌だから
b4 アルバイトを鮮めると，周りの人に持続カ .87 .04 .04 .01 .01 2.74 1.55 .81 
がないと評価されるのが嫌だから
b6 アルバイ トを絞めると，日本人に懇い印象 .83 -.04 ・.03 ・.06 -.03 2.85 1.57 .64 
を与えるのが嫌だから
2.外的網整（α＝.90)
b2 アルバイトを活字めると，日本での生活が続 .03 .89 -.01 03 -.06 2.89 1.62 .82 
けられないから
b3 アルバイトで生活費を稼がなければならな -.02 .88 ・.02 ∞ .01 3.42 1.64 .76 b、から
bl アルバイトを辞めると，経済的な問題が生 ・.01 .84 .02 ・.05 .06 3.46 1.62 .69 
じるから
3.内発的調整 （α＝.86)
bl4 アルバイトの仕事そのものが好きだから ・.04 －∞ .99 -.05 ∞ 307 1.32 92 
bl5 アルバイトの仕事内容がおもしろb、から .OJ OJ .75 ∞ー 01 306 1.28 58 
bl3 アルバイトに熱中することが好きだから .OS -03 .72 .07 ・.03 3.17 1.31 。57
4.統合的鯛meα＝.85)
アルバイ トを通じて日常生活では得られな
bll い経験ができるので， 他のことより優先し -.04 ・.02 ・.04 .97 。 3.48 1.29 .88 
たほうがいいと思うから
アルバイトを通じて学校生活では得られな
blO い経験ができるので，他のζとより優先し .02 .07 .07 .78 .01 3.43 1.35 71 
たほうがb、いと思うから
アルバイトを通じて学校で教えてくれない
bl2 日本の常殺が得られるので，｛也のことより .01 -.06 .00 .69 .01 3.77 1.19 .47 
優先したほうがいいと思うから
s.同一化的調型車（α＝.79)




-.OS 。l .06 ・.03 .82 4.58 I.IS .68 
b8 アルパイ トをすることは留学生活の一環だ 。 .08 01 .10 .57 4.78 1.06 .38 
と思うから




3 4 5 2 
3. 内発的調型車
4.統合的調整 .42 
5.同一化的翻m .23 .19 •• 
1，取り入れ的網獲 .27 23 .09 
2.外的調整 .19 22 . .09 .28 
Table 3 アルバイト動機づけ尺度の因子分析の結集（因子数を4に指定） （最尤法，プロマックス回転， N=363)
2 3 4 M聞n SD 共通性
I.内発・統合的調型車（α＝.84)
アルバイトを通じて日常生活では得られな
bl 1 い経験ができるので，他のことより優先し .93 ・.09 ・.03 ・.07 3.48 1.29 .78 
たほうがいいと思うから
アルバイトを通じて学校生活では得られな
blO い経験ができるので，他のことより優先し .87 -03 .05 -04 3.43 1.35 .75 
たほうがいいと思うから
アノレバイトを通じて学校で教えてくれない
bl2 日本の常織が待られるので，他のことより .73 ・.04 -.07 .ー05 3.77 1.19 。47
優先したほうがいいと思うから
bl3 アルバイトに熱中することが好きだから .41 14 ・.01 .09 3.17 1.31 .25 
bl4 アルバイトの仕事そのものが好きだから .41 .09 03 .17 3.07 1.32 .28 
bl5 アルバイトの仕事内容がおもしろb、から .37 .10 03 .15 3‘06 1.28 .23 
2.取り入れ的調型車（α＝.91)
b5 アルバイトを辞めると，周りの人に資任感 0ー5 .94 
がないと評価されるのが嫌だから
.00 。 2.76 1.56 .92 
b4 アルバイトぞ辞めると，周りの人に持続カ
がないと評価されるのが嫌だから
.04 .87 .04 。00 2.74 1.5 .82 
b6 アルバイトを辞めると， 日本人に見事い印象 ・.07 .84 
を与えるのが嫌だから




.02 .02 .89 ・.07 2.89 1.62 .82 
b3 アルバイトで生活費を稼がなければならな
b、から
・.01 ・.03 .88 。 3.42 1.64 .76 
bl アルバイトを辞めると，経済的な問題が生
じるから
・.04 ・.01 .84 06 3.46 1.62 .69 
4.同一化的調艶（α＝.79)




・.04 .01 -.06 .82 4.73 I.I I 65 
b8 アノレバイトをすることは留学生活のー環だ
と思うから
12 ・.02 08 .56 4.78 106 .38 




4 2 3 
l内発・統合的創建
4.同一化的調m .25 
2.取り入れ的銅整 .30 .09 
3.外的銅盤 .24 •• .08 .28 
3.下位尺度得点による二次因子分析
アルバイト動機づけ尺度の 5因子構造におい Table S S因子I~迭におけるの二次因子分析（固有値lを基準）

































同ー 化的調自在 .30 
Tめle65因子情造におけるこ次因子分析（因子教を2に指定）




統合的調設 .53 .10 
同一化的創建 J6 .ー05
日．統制約な動彼づけ
外的関m ・.07 .59 









外的調設 .49 .03 
F'2.自律的な動後づけ
同一化的調設 ・.13 .SJ 








めに， 6つのモデルを2安定した。モデル lは， 5因子構造において，各項目は抽出された 5つの1次
因子（f内発的制盤J,r統合的調整J,r同一化的調整J,r取り入れ的調盤J,r外的閥艶J）のいずれか
1つの因子にのみ負荷し，測定誤差項（e）を有している。そして， 1次因子問の相闘を仮定した斜交

















































































.32 .64 .51 
（ι均網発g的 」ー。）同命。 伊













『 ，? ，?? ?
?
? ，，?? ? .84 .82 .60 
.47 
.96 .90 .78 
F砲肌54因子構造における高次因子分析モデル（I因子）（モデル5)





















































図中に示した各モデルのパス係数は，モデル lとモデル 4の f同一化的調整J....「取り入れ的調
整j，「同一化的調整J.. f外的調整Jのパス以外はすべてpく.01で有意であった。f検定によるモデ
ル検証では，すべてのモデルで‘ 『構成されたモデルが適合的であるJとする帰無仮説が棄却された。







モデル x1 df p GFI AGFI CF/ RMS EA AIC 
モデ／レl 129.197 80 .000 .955 .932 .984 .041 209.197 
モデノレ2 143.762 85 .000 .950 .929 .981 。044 213.762 
モデル3 132.379 84 .01 .953 9丹J内.) .984 .040 204.379 
モデノレ4 548.008 84 .000 .821 .744 .851 .124 620.008 
モデノレ5 557.338 86 000 .818 .746 .848 .123 625.338 




野 ・鈴木 ・小島， 2005）ではあるが，標本数に影響を受け，すなわち標本数が大きくなると検出力も
高くなることから多くのモデ、ルは棄却してしまうという特徴がある（鐙回， 1998）。朝里子・鈴木・小島




合性ではモデル l，モデ‘ノレ2，モデル3が高い値（GFl=.95～.96,AGFl=.93, CF!=.98, RMSEA=.04) 
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